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園長 守屋 久美子  

１ 園の経営目標 
～教育目標 『心豊かに たくましく「遊ぶの大好き・笑顔いっぱいの子ども」を育てる』～ 

“げんきなからだ”“やさしいこころ”“かんがえるちから”を育むために、乳幼児期にふさわ

しい生活や遊びを保障し、園生活の充実を図る。 

・全職員が意欲的に学び、専門性を磨き、より質の高い教育・保育を実践する。 

・保護者や地域の理解と協力を得て、心豊かな教育・保育を進め、共に育ち合う『共育』をめざす。 

 

２ 園の現状 

・園舎は二つに分かれているが、それぞれに自然豊かな園庭があり、子どもたちは朝から保育者や

友達と一緒にやりたいことを見付け、伸び伸びと遊びを楽しんでいる。飼育物や栽培物も多く、

様々な食育活動や調理体験を通して、命の大切さや食への感謝の心を育む体験を重ねている。 

・地域や保護者の方々は園の運営方針に理解を示し、子どもたちの豊かな実体験のためにＰＴＡ活

動にも協力的である。 

・保育者は、園内研究や各種研修に積極的に参加し学びを深めている。一人一人の子どもの育ちや

変化を敏感に捉え、応答的な関わりを実践し、教育・保育の専門性を高めている。 

 

３ 今年度の重点的項目 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 

子どもが安心して自分らしさを発揮し、自己肯定感を高め、学びに向か
う力を育むことができるような保育を実践する 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもが好奇心や意欲をもち、十
分に試行錯誤できる環境をつく
る。 

・遊びを通して葛藤体験や試行錯誤を繰り返していく中で、失
敗を乗り越え、あきらめずに最後までやり抜く力を育てる。 

・成功体験を重ねられるよう、十分な時間や場の保障をする。 

・生命の安全教育を推進し、安心し
て自己発揮できるようにする。 

・自分の心と体を大切にすること、他者のよさに気付き尊重
し合うことができるよう、年齢に応じて知らせていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 

子どもが主体的に遊びを選び、夢中になって遊び込めるような環境の
中で、豊かな感性を育む 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・「やってみたい！」と、自ら遊び
出せるような環境を整える。 

・一人一人の興味関心や発達年齢に応じて、適切な教材素材
の準備、自然環境の整備、活動の工夫をするとともに、定
期的に環境や保育内容を見直し、改善を図る。 

・五感が刺激され、心を揺さぶられ
るような豊かな経験を重ねる。 

・季節行事や伝承行事に親しみ、本物に触れる体験の中で、驚
きや発見に応答的に関わり、確かな学びへと繋げていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

人権感覚を磨き、多様性を尊重する保育を全職員で実践し、チームと
しての保育力を高める 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子ども一人一人の姿を肯定的に受
け止め、子ども理解を深める。 

・昨年度の園内研修「多様性を理解した保育」で学んだこと
を活かし、肯定的な関わりを実践し、どの子も「うれしい」
と感じられる保育を展開していく。 

・ガイドラインや人権研修を活用し、全職員が自ら振り返る
力を向上させる。 

・より良い保育のために、共に考え 
支え合える職場風土を醸成する。 

・子どもの姿を語り合い相談し合うとともに、より良い対応
への改善や見直しを様々な手法で可視化しながら共通理
解を深め、保育の質を高める。 


